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公益財団法人マツダ財団 平成 27(2015)年度 事業計画 

（平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日まで） 

 

 

◆マツダ財団の設立趣旨に沿った社会貢献活動を行い、マツダ財団の存在価値を高める。 

◆｢１４中期事業計画｣に沿った事業変革を着実に進める。 

当事業年度は、科学技術振興分野では、萌芽的研究および若手研究者の育成のための支援を強化

し、青少年健全育成分野では、市民活動支援および市民活動の活性化に寄与する実践的な研究に対

する支援を強化する。これらの支援強化を含め、その活動に際しては、先見性･独創性を常に念頭に

置き助成効果をより向上させる。また、財団運営面では、ガバナンスの強化および情報公開を積極

的に行うとともに、一層の経費削減、効率的な財団運営に努める。さらに、｢中期事業計画｣に沿っ

た事業変革を着実に進め、先進的・個性的な事業を提供し続けることによって、｢存在感のある財

団｣を目指す。 

事業費総額は、前年度比１８４万円減の６，６８１万円とする。 

 

 

Ⅰ．科学技術振興関係事業 
１．研究助成 

＜マツダ研究助成＞ 

機械、電子・情報、材料の３分野について、先進性・独創性に優れた基礎研究および応用研究に

対し助成を行う。また、若手研究者、萌芽的研究、循環･省資源への重点助成とする。 

(1) 助成対象研究分野  ① 機械  ② 電子･情報  ③ 化学系材料  ④ 物理系材料 

(2) 助成金総額・件数  ３，０００万円、２５件 

(3) １件当たり助成金額 １２０万円 

(4) 助成期間   １年または２年 

(5) 募集方法･募集期間  公募、２０１５年４月下旬～同年５月２９日 

(6) 選考方法   選考委員会による審査･選考 

＜マツダ研究助成奨励賞＞ 

 マツダ研究助成対象の中から特に優れた研究に対して授与する。 

(1) 副賞(追加助成金)     ５０万円/件 

(2) 助成金総額・件数     ２００万円、４件 

 

２．事業助成 

｢科学わくわくプロジェクト｣の趣旨に沿った科学体験事業への助成を行う。 

(1) 助成対象分野  中国地方で開催される小中高の生徒を対象とした｢科学体験｣に 

関する事業・研究会等を支援する。 

(2) 助成対象地域  中国地方 

(3) 助成金総額・件数  ２００万円、１０～１５件程度 

(4) １件当たり支援金額 １０～２０万円 
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(5) 募集方法･募集期間  公募、２０１５年４月上旬～同年５月８日 

(6) 選考方法   選考委員会による審査・選考 

 

３．科学わくわくプロジェクト 

広島大学と協力して､科学にわくわくする子どもの心を育てるための｢科学わくわくプロジェクト｣

(わくプロ)事業を実施する。今年度は、以下の４事業を実施する。 

(1) ｢サイエンスレクチャー｣～主に中学生・高校生を対象とし、理科好きの生徒たちに、理科の

真の面白さを伝える事を目的に、「出前講義」を実施する。 

・実施時期：２０１５年５月以降   

・実施場所：要請のある中・高等学校(私学・広島市教育委員会との連携、５～６校)  

・参加者：３０～４０人/講義  

・内容：単元内指導    

・講師：わくプロ研究センター研究員・客員研究員(その他要請に応じて検討) 

・予算額：２０万円 

(2) ｢ジュニア科学塾｣～中学生を対象に、科学に関する幅広い内容を発展的、継続的に学習する 

演習講座。実験･観察実習を行うとともに、広島大学の最先端の設備を活用して、ハイレベルな 

科学体験の場を提供する。 

・実施時期：２０１５年５月～２０１６年２月、６回実施   

・実施場所：広島大学他   

・参加者：２４人             ・募集方法：公募     

・テーマ：「数と量から探る自然のメカニズム」        

・講師：広島大学大学院教育学研究科 林 武広 教授、竹下俊治 教授、 

                  網本貴一 准教授、吉冨健一 講師 

                  梅田貴士 准教授，岩崎秀樹 教授 

・予算額：１４０万円 

(3) ｢小学校の先生のための理科ひろば｣～小学校の先生に対して、子ども達が強く関心を示すよ 

 うな楽しくためになる理科の実験授業について、当プロジェクトの研究員等が学校に出向いて 

 模擬授業を行い提案する。 

・実施時期：２０１５年５月以降     

・実施場所：要請のある小学校(広島市教育委員会との連携、１０校程度)    

・予算額：５０万円 

(4) その他 

  ① わくプロ運営会議、研究員集会 

・実施時期：２０１５年５月、２０１６年２月開催予定    ・予算額：５万円 

② わくプロホームページの運営、報告書の作成等 

・わくプロホームページの運営－募集活動、タイムリーな情報発信 

・事業執行体制の強化－コーディネーター、専従事務補佐員の雇用 

・予算額：８５万円 

(5) 予算総額：３００万 
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４．調査研究 

・研究助成・事業助成について、応募者アンケート調査・分析および有識者ヒアリング調査。 

・予算額   ５万円 

 

５．経費   ５３１万円 

 

科学技術振興関係事業費  計 ４，２３６万円 
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Ⅱ．青少年健全育成関係事業 

１．研究助成 

次世代を担う青少年の健全育成に寄与する研究に対する助成を行う。市民活動との連携強化を図り、 

市民活動の活性化に寄与する実践的な研究に注力する。 

(1) 助成対象分野  ・青少年をとりまく環境 ・コミュニティづくり  

・ボランティア育成     ・科学体験 

(2) 助成金総額･件数  ５００万円、５～６件程度 

(3) 助成期間   １年または２年 

(4) 募集方法･募集期間  公募、２０１５年４月下旬～同年６月３０日 

(5) 選考方法   選考委員会による審査・選考 

 

２．市民活動支援 

青少年健全育成のための地域に密着した活動を支援する。今年度の応募は９８件で、活動への意

欲・斬新性、社会的要請度、支援効果等多方面から審議され、３０件が決定された。 

(1) 助成対象分野  ①自然とのふれあい ②ボランティア育成  ③地域連帯 

    ④エコ   ⑤国際交流･協力   ⑥科学体験・ものづくり 

(2) 支援対象地域  広島県、山口県 

(3) 支援金総額･件数  ８００万円、３０件 

(4) １件当たり支援金額 ２０～４６万円 

(5) 支援期間   １年 

(6) 募集方法･募集期間  公募、２０１４年１０月１５日～２０１５年１月１３日 

(7) 選考方法   選考委員会による審査・選考 

 

３．感動塾･みちくさ 

子どもたちが自然に触れ、体験や実験などを通じて、科学に対する興味を深め、自分たちで創意工

夫することにより科学を学ぶ心を養うことを目的に、３施設で実施する。 

(1) 共同事業   (公財)広島市文化財団との共催 

(2) 支援･人数   広島市およびその周辺在住の小学校３年～６年・約１５０人 

(3) 期間   ２０１５年８月～１０月  ２泊３日 

(4) 場所   (公財)広島市文化財団の青少年活動施設 

           ・広島市青少年野外活動センター 

・広島市三滝少年自然の家 

・広島市似島臨海少年自然の家 

(5) 募集方法   公募(応募多数の場合は抽選) 

(6) 予算額   １００万円 

 

４．スタートラインプロジェクト 

ＮＰＯ法人ピピオ子どもセンターと連携して、被虐待児等の自立を支援する事業を実施する。 

本年度は、以下の３プログラムを実施する。 
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(1) 被虐待児等の成長を支援するプログラム 

・被害回復  癒しのプログラムとの連携、カウンセリングの充実 

・生活習慣の改善 日記実践、コミュニケーション能力の向上 

・自己肯定感の涵養 座学(家庭教師) 

体験を通じた「学習」の支援（スポーツ大会、音楽活動、野外活動、 

マネー講座、企業体験等） 

・自立への準備 就職活動、資格取得等 

(2) スタッフの能力開発を支援するプログラム 

・講座・セミナー・研究会等の開催(一般にも開放) 

・スタッフ人材育成モデルの研究、スタッフ間のコミュニケーションの活性化 

・他機関の視察、他機関のスタッフとの交流 

(3) その他(活動基盤の充実) 

・広報活動の充実 ちらし、パンフレット、報告書等の作成、広報誌・ホームページの充実 

・普及活動  調査・分析、活動結果の体系的整理等を通じて、知見の普及・社会還元を 

図る。 

(4) 予算総額  １００万円 

 

５．講演会 

青少年健全育成の啓発を目的とする講演会を開催する。 

(1) 開催場所  広島市内のホール ＜予定＞ 

(2) 開催時期  ２０１５年１１月 ＜予定＞ 

(3) 講師･演題  未定 

(4) 募集方法  公募(応募多数の場合は抽選) 

(5) 予算額  ２５０万円 

 

６．大学寄付講義等 

｢柔らかい社会｣｢地球の有限性｣｢人類愛｣｢国際化・グローバル化｣をキーワードとして、社会貢献・ 

地域貢献を目的に、地域の大学に対する寄付講義を実施する。今年度は１大学で実施する。 

(1) 対象･方法     安田女子大学(単位互換科目)     集中講義＋ボランティア実践 

(2) 実施時期     ２０１５年５月～９月 

(3) 本財団の役割   ① 講義内容の企画･立案  

② 講師団の編成、派遣、紹介  

③ 諸経費の負担 

(4) 予算額     ２０万円 

＊以上の他、広島大学大学院「コミュニケーション能力開発 (ディベート演習）)」、 

県立広島大学「キャリアビジョン」等へ講師派遣を行う。 
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７．調査・研究 

（1）若者自立支援事業の実施へ向けての調査・研究。 

（2）スタートラインプロジェクトを推進するための調査・研究。 

（3）予算額      ３００万円 

 

８．経費       ３７５万円 

 

青少年健全育成関係事業費  計 ２，４４５万円 

 


